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本書は、冒頭に編者による「序」を配し、本論は 3 部構成で、それぞれ「第 1 部 公共
日本語教育学は可能か」（第 1 章から第 5 章）、「第 2 部 実践から、公共日本語教育学を
考える」（第 6 章から第 10 章）、「第 3 部 公共日本語教育学の構築へ向けて」（第 11 章、
第 12 章）となっている。また、各章の末尾には編集サイドからの「コメント」が添えら
れている（以下の「圧縮した目次」では［ ］で記載）。 
2.2.1 第 1 部 公共日本語教育学は可能か（pp.1-112） 
第 1 部は、多様な専門家による 5 つの講演の再録とそれぞれの発言についての日本語教
育の立場・観点からのコメントが収録されている。第 1 章は「公共人類学の立場」から、
第 2 章は「政治学・政治哲学的立場」から、第 3 章は「教育心理学・発達心理学的立場」
から、第 4 は「社会言語学的・言語文化教育論的な観点」から、第 5 章は主として「言語
教育政策の観点」からの発言である。 
第 1 章 公共日本語教育学の可能性―公共人類学の視角から（山下真司）［公共人類学
と公共日本語教育学の接点（川上郁雄）］∥ 第 2 章 公共性と自由―「公共の福祉」を
どう理解するか（齋藤純一）［政治学的論点と公共日本語教育学（川上郁雄）］∥ 第 3 章 
言語学習の公共性と私性（石黒広昭）［学習／教育心理学から見た公共日本語教育学（舘岡
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第 6 章 学校現場から考える / 第 1 節 鈴鹿の子どもたちへの日本語教育（中川智子） 
/ 第 2 節 目黒モデルの実践（人見美佳） / 第 3 節 高校生のための日本語カリキュラム
開発（河上加苗） / ［学校現場から公共日本語教育を考える（川上郁雄）］∥ 第 7 章 歴
史の中で考える / 第 1 節 当事者の語りから日本語教育の歴史を考える（田中祐輔） / 第
2 節 「かつての日本人」の言葉を受け止める（佐藤貴仁） / 第 3 節 日本で生きていく
中国帰国者（齋藤恵） / ［歴史の中で公共日本語教育学を考える（池上摩希子）］∥ 第
8 章 教室空間から考える / 第 1 節 大学留学生のための日本語教育（小宮千鶴子） / 第
2 節 「教える／教えられる」関係を越える教室（池上摩希子・い じょんみ・小島佳子） 
/ 第 3 節 自立学習支援から考える日本語教育の公共性（古屋憲章・千 花子・孫 雪嬌） / 
［教室空間から公共日本語教育学を考える（舘岡洋子）］∥ 第 9 章 ネットワークから考
える / 第 1 節 インターネットを通じた日本語教育実践（毛利貴美） / 第 2 節 遠隔日
本語教育の実践（尹智鉉） / 第 3 節 グローバル MOOCs における世界初の日本語講座
（戸田貴子） / ［ネットワークから公共日本語教育を考える（李在鎬）］∥ 第 10 章 専
門性から考える / 第 1 節 成熟した「ことばの使い手」になる（小林ミナ） / 第 2 節 海
外の現場で「公共性」を問う（福島青史） / 第 3 節 「自立した書き手」を育てる（太田
裕子） / ［専門性から公共日本語教育学を考える（小林ミナ）］∥  




2.2.3 第 3 部 公共日本語教育学の構築へ向けて（pp.223-247） 
この第 3 部では、第 1 部、第 2 部で提出された諸論点を踏まえつつ「公共日本語教育学」
の暫定的な概念規定と本書のような試みの意義と可能性を検討しようとする。結論という
よりは多様な考えの「集約」の部分と目される。 
第 11 章 日本語教育学における「公共性」を考える（蒲谷宏）∥ 第 12 章 公共日本
語教育学の地平（川上郁雄）∥  
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